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Ⅰ 学校の現況 

 （１）学校名 

 東海工業専門学校熱田校 

 

 （２）所在地  

〒456-0033 名古屋市熱田区花表町 19-14 

 

 （３）沿革   

昭和３６年 本校の前身東海製図技術学校設立 

昭和４５年 東海工業専門学院と改称 

昭和５０年 東海工業専門学校と改称 

昭和５１年 学校教育法第８２条の２に基づく専修学校として認可 

昭和６０年 高等課程機械科設置 

昭和６１年 高等課程設備科設置 

平成 ７年 東海工業専門学校金山校開校／東海工業専門学校熱田校と改称 

平成１６年 東海工業専門学校金山校があいち建築デザイン専門学校と校名 

変更のため東海工業専門学校と改称 

平成１７年 高等課程建築科設置（設備科募集停止） 

平成２０年 東海工業専門学校から東海工業専門学校熱田校と改称 

平成２３年 建築科男女共学化 

平成２４年 機械科男女共学化 

 

 （４）学科の構成 

     建築科 

     機械科 

 

 （５）生徒数および教職員数 

     生徒数 建築科   １２３名 

         機械科   ３０８名 

     教員数 専任教員   ２１名 

         非常勤講師  ２４名 

     職員数 専任事務職員  ２名 

 

 （６）施設の概要 

     １号館 ３F 第 1 アリーナ（体育館） 

         ２F 普通教室・大講義室・生徒会室 

         １F 校長室・職員室・事務室・保健室・生徒指導室・進路指導室 

常設展示室・カウンセリング室・相談室・応接室 

     ２号館 ３F 第２パソコン室・多目的実習室 

         １・２F 普通教室 
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     ３号館 ４F シーケンス実習室 

         ３F 第１パソコン室 

         ２F 木工加工実習室・製図室 

         １F 原動機実習室・カート実習室 

         地下 木工加工室・倉庫 

     ５号館 ２・３F 普通教室 

         １F 普通教室・職員室 

         地下 溶接実習室・トレーニング室 

     南館  ３F 第２アリーナ（柔道場・卓球場） 

         ２F 金属加工室・小型旋盤実習室・小型彫刻機実習室・計測実習室 

         １F 機械実習室（旋盤、万能フライス盤、立フライス盤、ボール 

盤、平面研削盤、火花試験機、仕上げ作業台）配管実習室 

 

 

 

 

 

Ⅱ 評価の基本方針 

   多くの人に本校の教育方針や学校運営を理解してもらい、反省すべき点は謙虚に受

け止め、改善努力を惜しまないことが本校の責務であるとの認識から、法令や行政指

導に従うことはもちろん、論理性と客観性を重視し、わかりやすい表現を心掛けるこ

とにした。 

   この自己点検・評価を基にして、学校全体で改善・改革に取り組み、時代に合った

より良い教育活動を行うよう努めていく。 

 

 

 

 

 

Ⅲ 教育目標 

本校は“人づくり教育”を実現するため、社会の情勢、変革などを見きわめながら、

本学園の建学の精神である「社会から喜ばれる知識・技術をもち、歓迎される人柄を

兼ね備えた人材の育成」に基づいた指導を、日々の学校生活の中で実践している。特

に、人格の向上・完成を実現するため、「しつけ教育」すなわち、基本的生活習慣の確

立に重点を置き、より充実した教育効果をあげるべく努力している。 

そして、その教育理念を実現するために「誓いの言葉」「学習五訓」「生活五訓」の唱

和を実践している。 
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「校 訓」 

自主 友愛 壮健 

 

 

 

「誓いの言葉」 

  私たちは父母のお陰で勉学する機会が与えられているから、 

  その期待にそむかず、一生に二度とこないこの時を無駄にすることなく 

  勉学と修養に励み、社会から喜ばれる人間になろう。 

 

 

 

 「学習五訓」 

  一、学園は勉強の場である 

  一、学問・技術へ情熱をもて 

  一、能力の自己啓発につとめよ 

  一、積極的に思索せよ 

  一、謙虚に学ぶ心をもて 

 

  

 

 「生活五訓」 

  一、礼儀を重んじよ 

  一、規律を守れ 

  一、心に愛をもて 

  一、顧みて前進せよ 

  一、健全な身体を造れ 
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Ⅳ．評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○理念・目的・育成人材像は定められているか 

（専門分野の特性が明確になっているか） 
４  ３  ２  １ 

○学校における教育の特色は定められているか ４  ３  ２  １ 

○社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱

いているか 
４  ３  ２  １ 

○理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生

徒・保護者等に周知されているか 
４  ３  ２  １ 

○各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応す

る業界のニーズに向けて方向づけられているか 
４  ３  ２  １ 

① 課題 

・全教職員が教育理念・目標を理解した上で、生活指導や学習指導に生かしていく必要

がある。 

・保護者、生徒に教育理念、目標などをより一層浸透させる必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

・来校いただいた企業の方から意見を聞き、企業が求める人材を理解し、必要な知識・

技術を持ち歓迎される人柄を兼ね備え、社会から喜ばれる人材を育成する。 

・生徒の個性を伸ばし、自信を持って行動できる人材を育成する。また、多様な生徒に 

対しても的確に対応することで、生徒が本校の教育方針を受容し充実した学校生活を 

送れるようにする。 

 ・保護者から信頼されるよう一層連携を密にすることで、本校の教育方針に賛同・協力 

していただく。 

 

③ 特記事項 

・学校の理念、目標、特色については新入生説明会において配付する【本校の指導方針

と考え方】で保護者、生徒に周知している。 

・各教室に「建学の精神」「誓いの言葉」「学習五訓」「生活五訓」を掲示し毎朝唱和を実

践するなど、社会が必要とする人物像になるための意識を高めている。 

・各科の授業内容を今の社会のニーズ等に合致するよう常に見直し、改善を重ねている。 

・短期・中期の事業計画を毎年作成し、教育理念を具現化している。 

 

（２）学校運営 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○目的等に沿った運営方針が策定されているか ４  ３  ２  １ 
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○事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４  ３  ２  １ 

○運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化

されているか、有効に機能しているか 
４  ３  ２  １ 

○人事、給与に関する制度は整備されているか ４  ３  ２  １ 

○教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整

備されているか ４  ３  ２  １ 

○業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が

整備されているか 
４  ３  ２  １ 

○教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４  ３  ２  １ 

○情報システム化等による業務の効率化が図られてい

るか 
４  ３  ２  １ 

① 課題 

・本校のホームページ等を活用して情報公開する手段は随分改善されたが、多面的なア

プローチから、常に新しい情報を公開できるように工夫する必要がある。 

 ・各種規程や組織体制、業務の効率化について、常に見直し改善していく必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

 ・ホームページやインスタグラムなどの更新頻度を高め、最新情報を迅速かつ継続的に

発信する。 

 ・教職員が共有し合い意思決定の円滑化を図るため、グループウェアを常に活用するだ

けでなく一層の有効性向上を検討する。 

 

③ 特記事項 

・年度初めに理事長より【学園の運営方針】が出され、それを受けて【学校目標】を設定

し、全教職員一丸となって取り組んでいる。 

・校内の運営組織は、【組織表】【職務分掌表】により、教務、指導、校務、事務の各部署 

 がそれぞれの業務を遂行している。 

・職員会議、主任会議、指導科会議が随時開催され、教職員の意思統一がなされている。 

・情報公開の面ではホームページのみならずインスタグラムを活用しより広く教育活動

内容を公開しており、フォロワーも年々増えてきている。 

・情報システムが学園全体で一元化され、効率よく業務が遂行できるようになっている。 

 また、教務に関しては、e－教務システムを導入し、更に業務の効率化が図れるよう対

応している。 

・コンプライアンスに関しては、学園の【就業規則】に明記されており、管理監督者よ

り必要に応じて周知徹底を図っている。 
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（３）教育活動 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が

策定されているか。 
４  ３  ２  １ 

○教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教

育機関としての修業年限に対応した教育到達レベル

や学習時間の確保は明確にされているか 

４  ３  ２  １ 

○学科のカリキュラムは体系的に編成されているか ４  ３  ２  １ 

○キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカ

リキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施され

ているか 

４  ３  ２  １ 

○関連分野の企業・関係施設等、業界団体との連携に

より、カリキュラムの作成・見直し等が行われてい

るか 

４  ３  ２  １ 

○授業評価の実施・評価体制はあるか ４  ３  ２  １ 

○成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４  ３  ２  １ 

○資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的

な位置づけはあるか 
４  ３  ２  １ 

○人材育成目標に向けて授業を行うことができる要件

を備えた教員を確保しているか 
４  ３  ２  １ 

○関連分野における業界等との連携において優れた教

員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマネ

ジメントが行われているか 

４  ３  ２  １ 

○関連分野における先端的な知識・技能等を修得する

ための研修や教員の指導力育成など資質向上のため

の取組が行われているか 

４  ３  ２  １ 

○職員の能力開発のための研修等が行われているか ４  ３  ２  １ 

① 課題 

・求人件数は多いものの、関連分野の企業や関係施設、業界団体との連携が依然として

不十分である。また、生徒の進路選択の幅が広がっていることもあり、求人条件と生

徒の希望が合致しづらくなっている。 

 ・教員の指導力育成など資質向上に向けた研修体制について、さらなる充実が求められ 

る。 

 

② 今後の改善方策 

・企業訪問を通して積極的な企業情報の収集をし、教育活動に反映する。 

 ・多様な生徒への対応として、一律指導だけでなく、本人の強み、志向に合った指導を 

できるようにしていく。 
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③ 特記事項 

・本校は技能連携校として卒業時に高等学校卒業資格が与えられ、大学受験資格付与指

定校でもある。また、専門学校としての特色あるカリキュラムが組まれ、専門的な知

識・技術を身につけている。 

・今年度も「建設専門工事業合同体験フェア」に参加し、建築関連の仕事を体験した。

今後もこのような機会をさらに増やしていきたい。 

・多様な生徒に対応するため、心理士と連携し、情報共有を図っている。 

・AI・ドローン・VR ゴーグルを活用した仮想空間体験など、高等専修学校における DX

人材育成事業による授業を実施し、先端的な技術を習得するための講習を行い、生徒

だけでなく教員の指導力向上にもつながった。 

 

（４）教育成果 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○就職率の向上が図られているか ４  ３  ２  １ 

○資格取得の向上が図られているか ４  ３  ２  １ 

○退学率の低減が図られているか ４  ３  ２  １ 

○卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握して

いるか 
４  ３  ２  １ 

○卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教

育活動の改善に活用されているか 
４  ３  ２  １ 

① 課題 

・キャリア教育（勤労観・職業観の育成）については、担任や就職指導担当者の指導に

限られており、生徒にとってより効果的な方法を実践するべきである。 

・学校の規則や社会の規範を遵守できず問題行動を起こす生徒が、十分な改善に至らな 

いまま意欲を失い退学する場合がある。 

 

② 今後の改善方策 

・３年次の進路選択に向け、１年次から計画的にキャリア教育をすすめる。 

 ・資格取得に関しては、合格率増を目指し、効率的な補習内容を実施する。 

 ・退学率抑止のため授業中の生徒の様子を把握するために今後も校内の巡回をし、日頃

から気になる生徒に声掛けをしていく。また、スクールカウンセラー（公認心理師）

と担任が一体となって心のケアに一層努める。家庭との連携を強化するとともに、様々

な問題の早期発見・早期対応を意識して行動する。また、懲戒指導の方法や対応を改

善し、生徒が前向きに学校生活を送れるようにしている。 

 ・先端的な技術を取り入れながら、更に生徒が勉強に親しみやすい環境を作っていく予

定である。 
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③ 特記事項 

・求人開拓のため、渉外担当、３年生担任で求人依頼活動を実施している。 

・資格取得の成果に関してはほぼ適切であった。今後も更に新しい検定にも挑戦させて

いきたい。 

・本校が推奨し取り組んでいる主な資格検定は次の通りである。受験に当たっては可能

な限り、合格対策補習講座等を実施し指導にあたっている。 

 技能検定機械加工（普通旋盤） 

技能検定機械加工（フライス盤） 

 技能検定機械検査（機械検査作業） 

 危険物取扱者（甲種・乙種・丙種） 

 建築積算士補 

機械製図検定 

 基礎製図検定 

 初級 CAD 検定 

 アーク溶接特別教育 

 ガス溶接技能講習 

 自由研削砥石特別教育 

 フォークリフト運転特別教育 

 小型車両系建設機械運転特別教育 

 実用英語技能検定 

日本漢字能力検定 

日本語検定 

計算技術検定 

 文書デザイン検定 

 情報処理技能検定（表計算） 

 文章入力スピード認定試験 

 アマチュア無線技士 

実用数学技能検定 

  介護職員初任者研修 

 

（５）生徒指導・生徒支援 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○基本的生活習慣の確立のために取り組んでいるか ４  ３  ２  １ 

○進学・就職指導にかかる支援体制は組まれているか ４  ３  ２  １ 

○生徒・保護者からの相談体制が組まれているか ４  ３  ２  １ 

○生徒の経済的側面に対する支援体制は整備されてい

るか 
４  ３  ２  １ 

○生徒の健康管理を担う組織体制はあるか ４  ３  ２  １ 

○保護者と適切に連携しているか ４  ３  ２  １ 
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○クラブ活動等特別活動を奨励、支援しているか ４  ３  ２  １ 

○課外活動に対する支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

○卒業生への支援体制はあるか ４  ３  ２  １ 

① 課題 

・基本的生活習慣（礼儀・マナー・態度・服装・言葉遣い等）の更なる確立に向けて挨拶 

の励行、授業態度や出席状況の改善を図る必要がある。 

 ・部活動の参加率が更に低下してきている。 

 ・卒業生の卒業後の状況が十分に把握できない。 

 

② 今後の改善方策 

・本年度も遅刻者に対する生活指導を継続していく。 

・出席が常でない生徒に対しては家庭との連絡を密に行い、必要に応じて家庭訪問を実

施する。 

・ICT・AI の普及や社会の変化に対応した時代に合った校則の策定。また多様な生徒に

対応する生徒指導・生徒支援も実施していく。 

 ・生徒会活動を通して部活動の参加意識を高める。 

 ・卒業生の近況をデータベース化する。 

 

③ 特記事項 

・部活動は１３部が活動しており、体育系８部の多くは高等学校体育連盟に加盟してい

る。 

・いじめ防止徹底のため、年４回の生活アンケートを実施し、早期の対応に努めている。 

・悩みを持つ生徒・保護者の対応として、スクールカウンセラー（公認心理師）を配置 

し相談体制を整えている。 

 ・命の大切さを学ぶ教室を実施し、犯罪被害者遺族の方の講話を通して、命の尊さや他

者を思いやる心について学ぶ機会となった。 

 ・卒業後も希望があれば就職を斡旋するなどの支援を行っている。 

 

（６）教育環境 

① 課題 

・企業から依頼はあるが、インターンシップの実施には至っていない。 

 ・防災に関する教職員の組織化を図ったが不十分な面がある。 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよ

う整備されているか 
４  ３  ２  １ 

○学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等

について十分な教育体制を整備しているか 
４  ３  ２  １ 

○防災に対する体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 
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② 今後の改善方策。 

 ・様々な問題がありインターンシップ、海外研修等について対応していないが、今後は

必要に応じて検討を進めていく。 

・教職員の防災組織をシミュレーションし実践する。 

 

③ 特記事項 

・防災対策として、避難訓練を年２回実施し、地震だけでなく火災を想定した訓練も行

った。 

・校内の緊急時の対応に備え、【危機管理マニュアル】を作成し備えている。また、防災

体制の整備のため、【自衛消防隊組織図】及び【防災予防管理組織図】を作成した。 

  

（７）生徒の受入募集 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○生徒募集活動は、適正に行われているか ４  ３  ２  １ 

○生徒募集活動において、教育成果は正確に伝えられ

ているか 
４  ３  ２  １ 

○学納金は妥当なものとなっているか ４  ３  ２  １ 

① 課題 

 ・上級学校訪問、中学３年生の進路説明会の依頼は増加傾向にあるものの、まだ、十分

ではない。学校の認知度を更に高める必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

・体験入学における内容の充実を図り、生徒・保護者に満足してもらえるようにする。 

・広報活動の方法を工夫するなどして、体験入学・学校見学会の参加者を増やし、進路

説明会や上級学校訪問の依頼件数が増えるようにする。 

 

③ 特記事項 

 ・募集方法について更なる見直しを図って、体験入学・学校見学会の参加者数は過去数年

で最も多くなった。 

 

（８）財務 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえる

か 
４  ３  ２  １ 

○予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっている

か 
４  ３  ２  １ 

○財務について会計監査が適正に行われているか ４  ３  ２  １ 

○財務情報公開の体制整備はできているか ４  ３  ２  １ 
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①  課題 

・入学生数は増加傾向にあるが、更なる増加を図り、在籍数の確保が求められる。 

・人件費削減への更なる見直し。 

 ・近年の価格高騰のため、更なる経費削減。 

②  今後の改善方策 

 ・授業時間数の見直しや、適正なクラス人数による運営体制への転換を図る。施設面で

も無駄の排除に取り組む必要がある。 

・光熱水費の増加も踏まえ、引き続き節減に努める。 

 ・教職員はグループウェアを活用し、保護者・生徒に対してはスマートフォン、パソコ

ンへ一斉送信できる連絡網サービス（きずなネット）を活用することでペーパーレス

化を図り経費節減に努める。 

 ・高等学校における工業系離れが深刻化している現状を踏まえ、学校の今後を中長期的

に考えていく必要がある。 

 

③  特記事項 

 ・監査については毎年適正に行われている。 

 

（９）法令等の遵守 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がな

されているか 
４  ３  ２  １ 

○個人情報に関し、その保護のための対策がとられて

いるか 
４  ３  ２  １ 

○自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４  ３  ２  １ 

○自己評価結果を公開しているか ４  ３  ２  １ 

① 課題 

・生徒間の SNS 利用によって、学校が把握しきれない場面で個人情報がネットに流れる

ことがあり、指導対象となる生徒が年々増えてきている。懲戒指導の対象となる生徒

もいる。 

 

② 今後の改善方策 

・授業アンケート、生活（いじめ）アンケートの結果についても個人情報に十分配慮し

精査する。 

・SNS の利用については、新入生へのオリエンテーションや学年集会・全校集会等で適

切な指導や注意喚起を継続していく。 

 ・生徒の規範意識を高めるために、事前の指導を徹底していく。 

 

③ 特記事項 

・個人情報の保護に関する法律の趣旨を尊重し、個人情報の保護に努めるとともに【個
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人情報の取り扱いについて】という学校方針を入学時に生徒、保護者に通知している。 

 

（10）社会貢献・地域貢献 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

○学校に教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献

を行っているか 
４  ３  ２  １ 

○生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４  ３  ２  １ 

○地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含

む）の受託等を積極的に実施しているか 
４  ３  ２  １ 

① 課題 

・生徒会のボランティア活動について安全面、費用等検討の上活動する。 

 ・地域に対する公開講座等については、費用的な面や環境的な部分においても困難な面

が多く積極的な検討はできていない。 

 

② 今後の改善方策 

 ・地域貢献のための校舎の貸し出しなどを更に検討していく。 

 

③ 特記事項 

・災害時の地域避難場所としての指定を受け、定期的に備品の確認管理を実施している。 

・毎年、生徒会執行部が様々なボランティア活動に参加している。 

・地域の清掃活動は定期的に実施している。また、生徒会活動の一環で、学校で育てた

野菜を収穫し、近隣に提供している。 

・生徒会が中心となり、赤い羽根共同募金活動及びエコキャップ運動を実施し、集まっ

た募金や収益を寄付した。 

  

Ⅴ 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 本学園の建学の精神である「社会から喜ばれる知識・技術をもち、歓迎される人柄

を兼ね備えた人材の育成」を、全教職員が一丸となって遂行することができ、評価項

目及び取組状況については、ほとんどの項目で「適切」や「ほぼ適切」と評価すること

ができた。今後も変化する社会情勢や多様化する生徒の実態に対応し、新たな課題に

対して教職員が一丸となって改善に取り組むことで、保護者や中学校からの信頼をさ

らに高めていく。また、一人ひとりの個性を尊重し、自信と自立を育む教育を推進し、

社会から求められる人材の育成に努めていく。学習面で自信を持てなかったり、不登

校生徒や精神的な面で悩みを抱えたりした生徒も多く、このような生徒に自信を与え、

自立を促すことも重要な本校の責務である。今後もより一層、専修学校高等課程とし

て社会のニーズ及び個性を尊重した教育をどのようにすすめていくべきかを考える必

要がある。 


